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Ⅰ 監査の概要 

 

 第１ 監査の種類 

財政援助団体等監査（常陸大宮市監査基準第４条の６） 

 第２ 監査の対象 

  （１）出資団体 

団体名 所管部課 

常陸大宮街づくり株式会社 産業観光部 商工観光課 

   

  （２）補助金交付団体 

団体名 所管部課 

常陸大宮市商工会 産業観光部 商工観光課 

   

（３）公の施設の指定管理者 

対象施設名（指定管理者名） 所管部課 

おおみや広域聖苑 

 （ｼﾅﾈﾝｱｸｼｱ・五輪共同グループ） 
市民生活部 生活環境課 

屋内こどもの遊び場 

愛称：わくわくピサーロの森 

 （常陸大宮街づくり株式会社） 

産業観光部 商工観光課 
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 第３ 監査の着眼点（重点項目） 

出資団体 

（１）定款並びに社内諸規定に基づく事務が適正に執行されているか。 

（２）経理・庶務事務は適正に行われているか。 

（３）団体の機関（取締役会、理事会等）は有効に機能しているか。 

（４）今後の有効な事業運営の見込みは適切か。中長期経営計画の策定状況、

保有施設の改修計画と財源確保状況、借入金の返済財源と今後の見込

みは適切か。 

（５）団体に関する指導監督は適切に行われているか。 

 

補助金交付団体 

（１）補助金の額の選定、交付方法、時期、手続き等は適切か。 

（２）補助金の条件の履行状況、対象事業の内容、対象経費、使途の適正性

及び効果等について、実績報告書等により実態が十分に確認されてい

るか。また、補助金交付団体からさらに補助金等を受ける団体等につ

いても同様の確認がされているか。 

（３）補助金等に係る収支の会計経理は適正か。 

（４）補助金交付団体への指導監督は適切に行われているか。 

 

指定管理者 

（１）施設は、関係法令の定めるところにより、善良な管理者の注意をもっ

て適切に管理されているか。 

（２）利用料金の取扱い（減免手続きを含む）は適正に行われているか。 

（３）協定書（仕様書）に基づく義務の履行は適切に行われているか。 

（４）事業報告書の点検は適切になされているか。 

（５）利用促進及び利用者サービスの向上ための取組はなされているか。 
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 第４ 監査の主な実施内容 

  対象団体等の事業に係る出納及びその他の事務の執行について、所管課及び関係団

体から提出された資料及び提示された出納関係帳票その他関係書類に基づいて、帳票

突合、質問その他必要と認める監査手続を実施した。 

 

 第５ 監査の実施期日及び実施場所 

 期 日 令和８年１月２６日（月） 

  場 所 ピサーロ内会議室、商工会内会議室、おおみや広域聖苑 

 

 第６ その他の事項 

 本監査報告書に記載した「指摘事項」及び「監査意見」の用例は以下のとおり。 

  [指摘事項] 監査委員が速やかに改善を要すると判断し、措置を求めるもの 

   ※ なお、本事項に対して改善措置を講じた内容は、地方自治法第１９９条 

第１４項の規定に基づき、別途監査委員に通知されたい。 

  [監査意見] 組織及び運営等の合理化に資するために記載が必要と判断するもの
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Ⅱ 監査の結果 

 

第１ 出資団体 

１ 常陸大宮街づくり株式会社 

 

【出典元：令和７年度出資法人経営評価書】 
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【出典元：令和７年度出資法人経営評価書】 
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監査の結果 

   法人の財務に関する事務はおおむね適正に行われていたが、次のとおり 

組織運営に改善又は検討を要する事項が認められることから、市及び法人に

おいて検討し、適切な措置を講じられたい。 
 

 

[指摘事項] 

① 株主総会議事録の作成について 

    令和７年６月に開催された株主総会の議事録が未作成であったことから、法令

及び定款に基づき速やかに作成及び保存されたい。 

② 取締役会の適正な運営について 

    取締役会は月１回程度開催されていたものの、一部役員（取締役及び監査役）

へ招集通知が発出されておらず、出席していなかった。会社法上、代表取締役は

「３カ月に１回以上の取締役会への職務執行状況の報告」が義務付けられ、監査

役には「取締役会への出席及び必要に応じた意見陳述」が求められている。 

 現在、貴社の事業収支は年度ごとの変動が大きく、保有資産の老朽化対策等も

課題であるほか、市から借入金を有する状況にある。大規模修繕や資産の運用、

役員報酬の決定をはじめ、経営上の重要な議案において監督機能・けん制機能が

十分に発揮されるよう、法令及び定款に基づき取締役会を適正に運営されたい。

また、市においては、法人経営の自主性を尊重しつつも、出資者としての立場か

ら助言を行い、地域活性化に向けた取組を支援されたい。 

[監査意見] 

① 法人県民税及び法人市民税の「減額（更正）の請求」手続について 

    平成 30年に 7億円から 1億円へ資本金が減資されているが、近年の県民税及

び市民税の確定申告書を確認したところ、減資前の資本金額で法人税均等割額が

計算されており、県及び市に対して更正の請求をすることにより、過大に納付し

た金額が還付される可能性がある。過去に行った申告分の更正手続はしていない

との回答であったことから、減額更正手続の時効である５年間の期間制限にも留

意の上、顧問税理士等に相談されたい。 

② 決裁規程に基づく決裁文書等の作成について 

    決裁規程に基づき社長決裁を要する重要な事案（総会招集通知、人事、予算・

決算、重要な契約等）について決裁書の作成が確認できない案件が散見された。

組織の意思決定過程の透明性確保及び内部統制の強化を図る観点から作成に努め

られたい。 
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第２ 補助金交付団体 

１ 常陸大宮市商工会 

 

【監査資料より抜粋】 
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 参考：令和８年度補助金に係る関係団体組織図              （別紙） 

 

【監査資料より抜粋】 

 

監査の結果 

   補助金に係る出納その他の事務は支出の目的に沿っておおむね適切に行わ

れていたが、以下のとおり検討を要する事項が認められることから、市にお

いて対応を検討されたい。 

 

[指摘事項] 

特記すべき事項はなかった。 

[監査意見] 

①  補助金の審査（事務の改善）について 

実績報告書の内訳を確認したところ、対象事業に規定する一般振興事業費

（地域振興事業費）において、市から「おまつり事業補助金」及び「受託事

業」で歳入を受けた項目に係る支出の費用など補助対象外となる経費が含まれ

ていた。これらの経費を除して検証した結果、一般振興事業費での補助金額が

補助率（補助対象経費の１／２以内）を超過していたものの、他補助対象事業

との調整により、補助金全体としては上限金額内である事実を確認している。 

 今後の審査に当たっては、他の補助制度及び受託事業の有無を点検し、対象

となる経費を精査するとともに、補助金交付要綱（様式等）の見直しを検討さ

れたい。 
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参考：補助対象事業経費及び補助率並びに支出内訳 

 

  

【監査資料より抜粋】   
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第３ 公の施設の指定管理者 

 

１ おおみや広域聖苑（シナネンアクシア・五輪共同グループ） 

 
 【監査資料より抜粋】 
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【監査資料より抜粋】 

 

（注）令和５年度から指定事業者が変更となっており、令和４年度以前については 

別事業者の運営による決算数値を表示している。なお、火葬を行う施設の性質を 

考慮し、令和５年度以降は市が別途直接経費で重油（燃料費）を支出している。 
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 【監査資料より抜粋】 
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監査の結果 

   指定管理業務はおおむね適正に行われていたが、次のとおり検討を要する事

項が認められることから、市及び受託者間で内容を検討されたい。 

 

  

 

  [指摘事項] 

特記すべき事項はなかった。 

  

[監査意見] 

① 業務に関する文書の取扱いについて 

 現指定管理事業者は令和５年度より業務を受託しているが、個人情報を含む

申請書や火葬等に係る文書の保管場所及び保存年限について明確な取り決めが

存在していないことから、市と協議し明確化されたい。 
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２ 屋内こどもの遊び場（常陸大宮街づくり株式会社） 

愛称：わくわくピサーロの森 

【監査資料より抜粋】 
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【監査資料より抜粋】 

  



16 

 

 
【監査資料より抜粋】  
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監査の結果 

   指定管理業務はおおむね適正に行われていたが、次のとおり改善及び検討を

要する事項が認められることから、内容を精査し適切に処理されたい。 

 

 

 

  [指摘事項] 

① 備品台帳等の適切な整備について 

 協定書で整備を規定している備品台帳について、市保有備品（Ⅰ類台帳）に

記載漏れがあり、法人保有備品（Ⅱ類台帳）は未整備であったため、協定書に

基づき適切に処理されたい。また、市においては施設備品の定期的なモニタリ

ングに努められたい。 

[監査意見] 

① 修繕費精算書の金額誤りについて 

 指定管理委託料に含まれる軽微な施設修繕費は実績精算が行われているが、

精算額（戻入金額）に誤りが認められた。収支報告数値も同様に相違が生じて

いるため、受託者は正確な報告書の作成に努めるとともに、市においては記載

内容の精査を徹底されたい。 

② 修繕内容の協議について 

 備品等に係る修繕について、１０万円を超える場合には双方が協議する旨を

仕様書に定めているが、規定のとおり行われていなかったため、適時・適切に

協議するよう努められたい。 

③ 清掃、点検等の計画的な実施及び報告について 

 仕様書に月１回、年１回等の定期実施を定める遊具保守点検、玩具洗浄清

掃、遊具衛生清掃及び機械警備作動点検等について、年度当初に提出する計画

（年間管理計画表）において記載漏れが認められた。今後は仕様に定める内容

を正確に記載の上作業を実施し、適正かつ安定的な管理運営に努められたい。 


